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<論 文 内 容 の 要 旨 > 

研究 系 子 抱え い 教育的困 解明

人女性 渡 経緯 学校 実態 析

目的 い 第 部 第 1～4 章 親世 第 部 第 5～8 章 子世

焦 当 う 状況 置 い 側面 検討

第 1 章 人男性 国 結婚 人女性 興行

働 人女性 府 う 関 あ 検討

人権侵害 然防 掲 府 外就労者 策 社会
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付い い 家族 外就労 視 側 強い

社会 系 国 保護 十 人権侵害

危険 晒 い 中 生活 い 実証的 明 第 2 章

東 大震災後 女性 生活状況 関わ 検討 震災直後 立 女性

う 教会 ―就労

―SNS 空間 いう 場 緊密 結 震災直後 経 越え

女性 相互扶 い う 相互扶 立 震災 い

う非 常的 態 生 伴う一過性 い 第 3 章 震災後 職業 変

態 やや 静 再 社会 深 付い い 人女

性 水商売 息 返 働 女性 第 教

会 孤立 教会 脱落 う

出 人女性

資源 弱 浮 彫 第 4 章 う 状況 第 世 子

育 影響 い 検討 子 連 震災 一時帰国 経験 子育

意識 人 育 い え 影響 注目 第 世 子

家族 親族 引 合わ 女性 子 家族

一員 いう 識 強固 い 子 文 や行動規範 身

い 一時帰国後 再 戻 女性 う 意識 人

育 いう 人男性 あい 軋轢 生 結果 第 世 子

語 語 十 いう 状況 陥 や い 示

い 状況 中 女性 言語

文 伝 術 奪わ い 親世 対象 第 部 結論 あ  

第 部 系第 世 対 学校 対応 女性 子育

わ 困 学校 う 引 い 明 学校

検討 第 5 章 第 世 抱え いう困

学校 中 特 支援教育 枠組 包摂 い い 系

第 世 学習意欲 特 支援教育 対象 剥奪 経験 通 殺

い 個 支援 行う

え い 晒 い いう 学校 構造的差 在 明

第 6 章 系第 世 学習支援 目的 学校 関

語 活動 う 構造的差 支え 教師 識 教育

活動 影響 能性 あ 示 第 7 章 能性 現

法 学習意欲 記録 再構 手法 い 検討 教師側 見落

教育的 信 法 効 あ 示 一方 外国人非

地域 教育支援 依 得 個 学校

関 規 約 い 考察 打開策 い 考察 第

8 章 あ 教師 あい 支配的 等志向的 指 観 保持 限 系第

世 子 個 支援 行う 当 見い い
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持 出 易 明 子 特 支援教育 対象 当 いう

あ 系第 世 子 抱え い 学習困 状況

異 陥 や い客観的状況 中 置 い

子 対 個 支援 決 特 扱い あ

得的 明 得 子 相互 緊密

関 要 資源 滑 個 支援 能 要件 あ 指摘

第 部 結論 定

定

定

< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 

 

1990 出入国管理 民 法 入管法 改 在留資格 再

系 3 世 就労 能 改 民間企業 製造

業 中 米諸国 積極的 多 系人 家族 入 外国人 地域

形 積極的 組 群馬 静岡 浜松 外国人

都 知 い 後 2004 労働者派遣法 改 製造

業 派遣労働 非 規 用 用労働者 1/3 占

外国人労働者 含 格差 貧困 問題 外国人 対

顕在 頃 あ  

う 社会 動向 中 1980 い時期 諸国 移

民労働者 流入 社会統合 問題 関心 寄 い 社会学者 1990 入

外国人 都 調査研究 始 外国人労働者 子

教育 焦 当 研究 子 就学 齢 あ

問題 顕在 若 遅 2005 宮島喬 晴 外国人 子 教育―

就学問題 多文 共生 課題 就学問題 指摘 嚆矢 一方 教育社

会学者 1990 比較的 い時期 調査研究 開始 い 研究関心

学校文 適応 問題 向 社会統合 問題 接 必

明確 い  

研究 動向  論文 的 後者 流 置

あ 両者 研究 架橋 能性 秘 い 論文 大 特長 あ

い 特記  

第 論文 い 外国人非 地域 あ 記

研究 系譜 前者 あ 注目

あ 外国人非 地域 対象 外国人 子 少 い 調

査 い 理 一 あ 外国人 都 外国人 う

強固 在 い 社会学 研究対象 い 大 理

あ 非 地域 外国人 女性や子 所
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盤 弱 彼 彼女 直面 い 教育 問題 地域 異 様

相 呈 陥 危険性 晒 い いう意味 一層

困 抱え い 論文 非 地域 対象 指

摘 高 評価 あ  

指摘 あ 参 型 手法 駆使 い

論文 第 特長 あ 現状 改善 目的 実践的 関心

支え 研究 手法 あ 論文 いえ 筆者 外国人

子 学習支援 わ 中 個 支援 必要性 子

陥 や い客観的状況 中 置 い 生 い あ 特 支援教

育 対象 あ 特 扱い 必要 い 明 知見

教師 識 変え 子 理解 得 い 現状 打破

得 指摘 知見 筆者 教師 子 あい 築 信

関 あ 得 あ 指摘 知見 実践的

言 あ  

親世 人女性 対象 第 部 子世 系第 世 対象

第 部 やや あ 外国人労働者 増 社会

統合 投 問題 いう 後 社会 確実 直面 社会学 非常

要 研究課題 必 得的 示 い い い あ

筆者 後 研究 展開 期待 十 あ  

論文 博士 教育学 学 論文 合格 定


